














































（２） a. 私は ［あの人が来て］ ほしいと思う。２















（４） a.  私は ［｛あの人がドアを開けて／ドアが開いて｝］ ほしいと思って
いる。
 b. 太郎はまだスピーチを始めないでいる。
（５） a. 私は ［彼の意向を諒として］ ほしい。
 b. 太郎は私の気持ちを察しないでいる。




（６） a.  私は［あの人が｛本を読まないで／ドアを開けないで｝］ ほしい
と思っている。
 b. 私は ［ドアが開かないで］ ほしいと思っている。
（７） a. 私は 花子がその意向を諒としないでほしいと思った。
 b. そんなことまで悟らないでほしい 。
 c. 私の気持ちをそんなに早く察しないでほしい。
（８） a. * 私は花子がその提案に頷けないでほしいと思った。

















（９） a. *ジョンは ［この本を売れなく］ 思った。
 b.  ジョンは ［この本をおもしろく］ 思った。　　　（岸本2010: 35）
もちろん、（９b）の形容詞に否定辞「ない」が付くこともできる。

















― 86 ― ― 87 ―
類される動詞の数は多いが、B類の動詞はそう多くはない。３
（１２） 認識動詞

























































― 88 ― ― 89 ―
 c. *私はあの人をものの分別が付かなく思った。









（１４’） a.  私はその子がまだものの分別が付いて｛ほしくないと思
う／ほしいと思わない｝。



























































（２０） a. ［TP John would ［NegP not ［VP have arrived yet］ ］ ］.
 b. ［TP John has ［NegP not ［VP has arrived yet］ ］ ］.
（２１） a. *John has not a car.  



























（２３） a. * ジョンは ［この本がつまらないで］ ほしいと思った。（テスト①）
 b. *この本は（いまだに）つまらないでいる。　（テスト②）
 c. ジョンは ［この本をつまらなく］ 思った。　（テスト③）





























































































































（２９’）  メアリーは ［彼の行動が｛ちっとも／あまり｝腑に落ちないと］ 
思った。
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（３３） a. 何 *（も） 知らない。
 b. 何一つ（も） 知らない。
（３４） a. 誰 *（も） 来なかった。（cf. *誰が 来なかった。）
 b. 誰一人（も） 来なかった。
 c. 誰一人学生 *（も／が） 来なかった。
　なお、係助詞「も」の有無と文の文法性の関係は、その文の述語にイディ
オムが生起する場合だけとは限らない。




 b. 誰一人学生に ??（も） この問題が解きやすくなかった。
更に、語彙述語である形容詞「ない」の否定作用域内に不定名詞句のNPI
が生じても、係助詞「も」が義務的であることが次の文から言える。




















































  b. 私はいまだ彼を侮れないでいる。













   　　 「「腑（ふ）に落ちる」とは？ － トクする日本語 － NHK アナウ
ンスルーム」
   　　www.nhk.or.jp/kininaru-blog/130237.html















　　（ii） *私は ［あの人｛に／を｝才能がなく］ 思った。　 （テスト③）
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